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・ プログラム開始時期
（2021年9月上旬等）

プログラム終了時期
（2021年9月上旬等）

・

・

都市名 台北

機械制御システム学科国際プログラム

（研究室配属型のみご回答ください）
受入大学の指導教員をどのように探
したか教えてください。
（SIT指導教員の紹介等）

学部3年学年（渡航開始時）

渡航型/オンライン型

ウェブ等への体験談掲載への同意

学科（コース等）

海外派遣プログラムに参加したみなさまに、海外での経験を今後の学生に共有していただくため下記アンケートの記載をお願いしています。
記載いただいた内容は、芝浦工業大学のWebサイトやパンフレットに掲載いただくことがありますので、その前提でご記入をお願いします。

「留学するかどうか、もしくは留学先をどこにするか等、判断を迷っている後輩向け」という視点で記入をお願いいたします。

台湾

プログラムタイプ

国・地域名

台北科技大学

プログラム期間 2022年8月末

留学中の学籍について

2023年1月中旬

留学先大学名

留学期間

・

休学の有無

休学せずに渡航した方は、休学せず
に渡航できた理由を記載ください。
（留学が必須の学科だった、必修科
目が渡航時期になく単位も十分に取
り終えており、かつ指導教員の許可
も得られ、就活前に帰国することが
できたため、等）

芝浦工業大学 交換留学プログラム 参加後アンケート

留学者情報

システム理工学部学部

留学先情報

留学が必須である国際プログラムに所属していたため。・

留学時期
（主に留学をしていた時期にチェック
をお願いします）

・ 上記協定校を志願した理由を教えて
ください。

アジアとヨーロッパの両方への留学を考えており、初めはアジアの方が精神的にも経済的にもハード
ルが低かったためアジアの国の中から選びました。いくつか候補を絞った後、興味のある授業をより
多く開講している大学を探し、その国の気候や食事などが自分にとって過酷でないかを調べ、最終的
に上記の協定校に決定しました。

氏名も掲載してよい 学部・学科まで掲載してよい 完全匿名での掲載を希望

渡航型 オンライン型

授業履修型 研究室配属型

3ヶ月未満 3ヶ月～半年（1セメスター程度） 半年～1年（2セメスター程度）

1年前期

1年後期

2年前期

2年後期

3年前期

3年後期

4年前期

4年後期

修士1年前期

修士1年後期

修士2年前期

修士2年後期

博士以上

休学をした 休学しなかった



・

・
科目名①

単位数
（現地単位数）

3

科目概要

科目名②
単位数

（現地単位数）
2

科目概要

科目名③
単位数

（現地単位数）
3

科目概要

科目名④
単位数

（現地単位数）
2

科目概要

科目名⑤
単位数

（現地単位数）
2

科目概要

科目名⑥
単位数

（現地単位数）

科目概要

授業を履修した場合、具体的な科目
の情報教えてください。
（たくさん履修した場合は適宜追加し
て記載してください。また科目概要な
ど、欄に収まらない場合は、適宜行
の幅を大きくして記載してください。）

The modern literature and cultural construction 
in twentieth century China

中国の文学について学ぶ授業です。特に、1900年代の文学に着目しており、儒
教の教えというそれまでの中国の軸であった考え方が、共産主義へ変化した時代
であり、世界大戦が発生した時代でもある当時、中国や台湾の人々がどのような
考えを持っていたのか文学作品を通して考えます。

Software security and reverse engineering

Chinese and Taiwanese Culture

留学先での学習・研究状況につき、
概要を記載してください。

ソフトウェアのセキュリティについて学ぶ授業で、スマートフォンのOSやサイバー攻撃
で使用される手法についても基礎的なことを学ぶことが出来ます。また、プロジェ
クト進行についても学ぶことができ、ソフトウェアのセキュリティを作成する際どのよ
うな手順でプロジェクトが進められるのかを学び、個人課題として実際に自分でセ
キュリティのプロジェクト進行案を作成します。セキュリティについては、知識としてサ
イバー攻撃とその対策を学び、実習では実際にパスワード解析などの方法を学び
ます。

基本は中国語を勉強する授業ですが、文化交流的な一面もあり、現地の高校生
に中国語と英語を使用して文化を紹介し合ったり、実際に高校へ行き文化交流会
を行いました。座学で学んだ中国語を実際に使用する機会をもらえるため、効率よ
く中国語を勉強できます。

留学先での学習・研究状況

授業が開始する一か月前あたりから時間割が公開されるため、出国前に決めた授業の時間を確認し
て履修可能かを確認して時間割を作成しました。授業開始と同時に二週間の履修登録機関が始まっ
たため，初回の授業に参加してみて、内容等に問題がないか確認してから履修登録を行いました。
学習時間は日本にいたころとほとんど同じで、自分が履修した科目の難易度はそこまで高くなかった
です。特に留学生のサポートが手厚い印象で、わからないところは質問をすると丁寧に解説してくれた
り、授業の進度が早いと感じる学生が多い場合は授業内容自体を変更してくれる授業もありました。

ファジー制御について学ぶ講義です。機械制御システム学科で開講される科目の
機械システム基礎数学、制御工学、線形システム基礎論に関係のある科目です。
芝浦工大の授業では制御工学の基礎までは授業で学べますが、授業で取り扱っ
た手法以外にも、ものを制御する方法はたくさんあります。ファジー制御はそのうち
の一つであり、日本では鉄道の自動運転システム(仙台)や洗濯機の制御に使用
されています。ファジー制御を行うために必要な基礎的な知識を1から学び、簡単
なシミュレーションができるようになります。

電気回路について座学で学び、学んだ知識を使ってシミュレーションや実際に回路
をの作成を行う授業です。回路のことだけでなく、オシロスコープなどの測定機器
の使い方も学ぶことが出来ます。最終的には回路図をみて自分で回路を作り、そ
の回路の仕組みを理解し、自分でプレゼンできるようになります。

Fuzzy control

Electronics Lab.
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留学手続き時に苦労した点

協定校への出願時に苦労した点や、
後輩へのアドバイスがあれば記載くだ
さい。（提出すべき書類、準備が大変
だった書類など）

ビザ申請など、渡航準備時に苦労し
た点や後輩へのアドバイスがあれば
記載ください。（提出すべき書類、準
備が大変だった書類など）　
（渡航型プログラムのみ。オンライン
型は記入不要です。）

その他、準備にあたり、後輩にアドバ
イスがあれば自由に記載してくださ
い。

始めはコロナの影響で台湾に入国できず、留学先を別の国にしようと思っていたのですが、そのときイ
ンドネシアの大学への出願も行いました。その協定項は写真の背景色を赤にする必要があったり、高
校の卒業証明書や成績証明書が必要だったため、国によっては出願にかなり時間がかかるため早め
の準備が必要です。

コロナの影響で留学できるかどうかが6月初めまでわからなかったため、すべての準備がかなりギリギ
リになりました。特にVISA申請はコロナの影響で窓口が小さくなっており、一日の受け人数に制限が
あったので早めに準備したほうが良いです。

台湾は在籍中の大学で発行できる書類のみで、証明写真の背景色も白か青で特に問題はなかった
です。

現地空港到着後、どうやって上記宿泊先に向かいました
か？
交通手段や所要時間を教えてください。

上記宿泊先から日々協定校へはどうやって通学していま
したか？交通手段や所要時間を教えてください。

上記宿泊先の様子を教えてくださ
い。広さ、住み心地等。

自由記述欄

留学で感じたこと等、自由に記載し
てください。
（当初の留学計画を達成でいたか、
新た発見はあったか、どのような苦
労があったか、留学前に準備してお
けばよかったと振り返って感じること
はあるか、後輩へのアドバイス、等な
んでも結構です。）

自分は英語力を向上させること、異なる文化を体験することを目的に留学へ行きました。英語力の面
では、留学生同士で一緒に過ごす時間が多く、その留学生に英語力が高いヨーロッパ出身の学生が
多かったため、日常的に英語を話す環境があり英語力は向上、少なくとも日常会話は問題ない程度
にはなりました。また、自分は現地の言語をほとんど勉強せずに留学したため、初めは日々の買い物
もかなり苦労しました。しかし、現地で中国語の授業を取っていたこともあり、最後のほうは買い物レ
ベルであれば中国語でできるようになりました。しかし、事前にもっと言語を勉強していけばよかったと
は感じています。やはり台湾へ留学する学生の多くは中国語の勉強をしたくて来るため、まれに日常
会話を中国語で行うこともありました。（自分が留学した時は中国には入国制限で入れず、中国語を
勉強したい学生は皆台湾へ集まっていました。）英語圏外へ留学する方は、現地言語もある程度勉
強していくことをお勧めします。

大学の寮

出願時に寮希望の欄にチェックを入れ、その後渡航1ヶ月前あたりまでに正式に入寮願いの文書を提
出しました。

3人部屋か4人部屋になります。同じ部屋になった子とはとても仲良くなれると思います。設備につい
て、家電はほぼないですが、室内にシャワーやトイレはあり便利です。また、台湾は水道水が飲めなの
ですが、ウォーターサーバーがおいてあり飲み水は無料で確保できました。また、自分の部屋は普通の
1段ベッドで柔らかいマットレスがついていましたが、ほかの部屋は二段ベッドで寝心地は悪かったよ
うです。寝具は各自用意する必要があります。

留学先での学習・研究以外の交流活動

交友関係、部活、サークル、日常生
活などで特筆して後輩に伝えたいこ
とを記載してください。

上記宿泊先はどうやって手配しまし
たか？（出願時に協定校に依頼する
ことができた、協定校から紹介しても
らった、自分で探した、等）

宿泊先のタイプを教えてください。
（協定校の寮、一般のｱﾊﾟｰﾄ、ﾎｰﾑｽ
ﾃｲ等）

台湾では寮に入っていたのですが、キッチンや冷蔵庫などの家電はないため、基本的に毎回外食をす
る必要があります。しかし、外食しても日本よりは安いお店が多く、食事も合う人であればおいしいで
す。日本企業のレストランも多くあり、日本が恋しくなったら日本食を食べることもできます。また、台
湾にはヨーロッパからの留学生も多く来るため、現地の友人はもちろんヨーロッパの友人もでき、さら
にヨーロッパの学生は旅行に積極的な学生が多いため、交流する機会は多くあり多くの文化に触れる
ことができると思います。

歩きと地下鉄で、30分程度かけて通ていました。

隔離ホテルに一週間滞在してから、地下鉄を使って寮へ向かいました。

滞在先の宿泊施設などの情報　（渡航型プログラムのみ。オンライン型は記入不要です。）



1ヶ月あたり費用

初期費用

内訳

協定校へ支払った費用
（授業料、初期登録費用等あれば）

¥0

¥74,130

月額金額 概要

概算で結構ですので、参考までに記入してください。

計

その他/月

食費/月

宿泊費/月

¥23,000

¥30,000

¥14,400

¥67,400

その他費用（ビザ申請、パスポート取
得費等、英語試験受験料等）

¥178,280

内訳 金額（円換算概算） 概要

ビザ申請:8,900円、IELTS受験:25,380円，検疫ホテ
ル:144,000円

概要

計 ¥60,000

交通費：3000円, 交際費(旅行含む)：20000円

寮にキッチンがないため毎食外食でした

入寮時に一括で支払い(計16000元：おおよそ8万円弱、一部
は保証金のため退寮時に返済される)

奨学金名

芝浦工業大学海外留学奨学金

¥93,900

月額金額

¥60,000

往復航空券代（往復）

海外旅行保険・危機管理費用
（全期間分）

奨学金情報

計 ¥346,310

留学中の費用や奨学金等　（渡航型プログラムのみ。オンライン型は記入不要です。）



説明文 説明文

説明文 説明文

写真共有のお願い　（渡航型プログラムのみ。オンライン型は記入不要です。）

大学の外観

その他、任意の写真

最終プレゼンをしている様子

宿泊先の様子が分かる写真等をお願いします

入寮した直後の様子

その他、任意の写真

大学のシンボルとなる建物の写真等をお願いします

ナイトマーケットの様子

留学中の様子が分かる写真を4枚ほど共有ください。またそれぞれの写真に説明分を加えて下さい。
写真はそのまま掲載しますので、掲載してもよい写真を貼り付けてください。


